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201９年10月３日
ＶＯＬ. 562 学校給食無償化を 市対連

開会日宣伝

維新大阪市解体へ暴走

技
能
職 

２
級
班
員
創
設

昇
格
基
準
を
改
善
せ
よ

連続
講座

ど
の
子
も
伸
び
る

学
力
づ
く
り

育
鵬
社
歴
史
教
科
書

フ
ァ
ク
ト
チ
ェッ
ク
１00

市
会
開
会
日
宣
伝

＝
９
月
18
日　
　

よ
く
す
る
会

＝
９
月
25
日

市
対
連
交
渉

＝
９
月
５
日

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
（
市
対
連
）
は
大
阪

市
会
開
会
の
９
月
18

日
、「
大
阪
市
廃
止
の

大
阪
都
構
想　

ウ
ソ
の

〝
経
済
効
果
〟
で
住
民

投
票
へ
暴
走　

特
別
区

の
都
市
計
画
権
限
は
市

町
村
未
満　

市
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
は
ダ
メ　

学

校
給
食
無
償
化
を
」
と

訴
え
る
ビ
ラ
を
淀
屋
橋

で
配
付
し
、
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
集
会
＆
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。（
明

石
市
は
中
学
校
の
給
食

を
保
護
者
の
所
得
に
関

係
な
く
完
全
無
償
化
す

る
方
針
を
決
定
。
中
核

市
初
。
９
月
28
日
報
道
）

　

９
月
12
日
の
大
都
市

制
度
（
特
別
区
設
置
）

協
議
会
（
法
定
協
議

会
）
で
は
、
会
長
の
今

井
豊
府
議
（
大
阪
維
新

の
会
幹
事
長
）
が
、
都

構
想
の
大
枠
を
定
め
た

具
体
案
を
年
内
に
取
り

ま
と
め
る
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

市
立
高
校

府
移
管
発
言

　

松
井
市
長
は
就
任
早

々
の
会
見
で
市
立
高
校

の
府
移
管
を
発
言
し
て

い
ま
し
た
が
、
９
月
２

日
の
夕
刊
各
紙
は
市
立

高
校
21
校
の
２
０
２
２

年
府
移
管
を
報
じ
ま
し

た
。
市
高
教
は
「
市
立

高
校
は
歴
史
的
に
は
大

阪
市
民
の
要
求
を
元
に

設
立
さ
れ
、
地
域
と
共

に
発
展
し
て
き
た
市
民

の
財
産
…
『
都
構
想
』

を
謳
い
政
令
市
で
あ
る

大
阪
市
を
廃
止
し
て
そ

れ
ら
の
権
限
を
府
に
委

ね
よ
う
と
し
…
『
私
立

高
校
』
を
恣
意
的
に
利

用
」
と
移
管
反
対
の
声

明
を
出
し
ま
し
た
。

維
新
の
フ
ェ
イ
ク

市
民
と
対
話
を

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
９
月
25
日
地
域
・

団
体
代
表
種
会
議
を
開

き
、「
都
構
想
」・
カ
ジ

ノ
を
打
ち
破
る
た
め

に
、「
市
民
を
フ
ェ
イ

ク
の
呪
縛
か
ら
解
放
す

る
対
話
運
動
を
！
腰
を

据
え
て
！
」「
批
判
・

説
得
で
は
な
く
、『
Ｑ

あ
な
た
は
、
な
ぜ
維
新

な
ん
？
』
か
ら
は
じ
め

る
」「
リ
ス
ペ
ク
ト
精

神
で
、
相
手
の
話
を
聞

き
、
共
感
で
き
る
と
こ

ろ
は
な
い
か
？
の
姿
勢

で
」
全
有
権
者
規
模
の

対
話
活
動
を
提
起
し
ま

し
た
。

　

法
定
協
議
会
委
員
の

山
中
智
子
市
議
（
共
産

党
議
員
団
長
）
は
、

「
大
阪
市
の
財
政
が
好

転
し
、
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
が
今
年
度
で
終

わ
る
見
込
み
。
中
学
校

の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

　

市
労
組
連
は
管
理
作

業
員
、
給
食
調
理
員
等

の
技
能
職
員
が
２
級

（
主
任
）に
な
ら
な
け
れ

ば
退
職
ま
で
１
級
最
高

号
給
27
万
６
８
０
０
円

止
ま
り
と
い
う
低
い
給

与
水
準
の
改
善
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
昨
年
の

賃
金
確
定
交
渉
で
は
昇

る
号
給
に
昇
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」、選
考

試
験（
論
文
２
割
、人
事

考
課
８
割
）
を
11
月
～

12
月
を
実
施
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

新
ポ
ス
ト
設
置
の
規

則
改
正
後
の
協
議
と
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の

市
側
の
謝
罪
が
あ
り
、

受
験
資
格
者
の
枠
拡
大

要
求
に
応
え
、
人
事
考

課
区
分
２
以
上
か
ら
所

属
平
均
点
以
上
と
修
正

さ
れ
、
１
級
職
員
の
処

遇
改
善
の
側
面
が
あ
る

と
認
識
し
今
後
も
改
善

に
向
け
て
協
議
を
す
す

め
た
い
と
の
表
明
を
う

け
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
独
自
の
現
業
管

理
体
制
を
止
め
大
阪
府

の
よ
う
に
経
験
年
数
等

を
考
慮
し
た
昇
格
基
準

へ
と
見
直
す
べ
き
で

す
。

●
清
…
出
兵
…
わ
が
国

も
…
出
兵
し
た
た
め
、

両
軍
は
衝
突
し
、
日
清

戦
争
が
始
ま
り
Ｐ
189

○
開
戦
の
口
実
を
失
っ

た
日
本
が
朝
鮮
王
宮
を

占
領
し
朝
鮮
国
王
を
虜

に
し
戦
争
を
開
始

●
独
立
へ
の
希
望
…
ネ

ル
ー
…
孫
文
…
日
本
の

勝
利
が
ア
ジ
ア
諸
国
に

与
え
た
感
動
を
語
Ｐ
192

○
ネ
ル
ー
「
侵
略
的
帝

国
主
義
諸
国
の
グ
ル
ー

プ
に
国
を
加
え
た
。
苦

い
結
果
を
な
め
た
の
は

朝
鮮
」

　

戦
争
美
化
の
教
科
書

を
子
ど
も
た
ち
に
わ
た

さ
な
い
大
阪
市
民
の
会

・
教
科
書
を
読
む
会
は

毎
月
あ
べ
の
総
合
法
律

事
務
所
で
育
鵬
社
中
学

校
歴
史
・
公
民
教
科
書

を
読
み
続
け
て
い
ま

す
。

　

来
年
、
育
鵬
社
（
日

本
会
議
）
系
教
科
書
を

採
択
さ
せ
な
い
取
り
組

み
を
強
め
る
た
め
、

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

（
真
偽
検
証
）
１
０
０
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

（
育
鵬
社
●
、
批
判
○
）

　

第
４
回
先
輩
の
ワ
ザ

伝
授
が
東
南
支
部
の
主

催
で
９
月
７
日
に
行
わ

れ
、
約
30
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
「
学
力
の
基

礎
を
き
た
え
ど
の
子
も

伸
ば
す
研
究
会
」
常
任

委
員
で
前
東
南
支
部
長

の
図
書
啓
展
さ
ん
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り

　

２
学
期
が
始
ま
っ

て
１
カ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
残
暑
も
厳
し

い
中
で
、
運
動
会
に

向
け
て
の
練
習
な
ど

が
毎
日
あ
る
と
、
本

当
に
慌
た
だ
し
く
日

々
が
過
ぎ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ふ
と
気
が
つ

く
と
、
17
時
を
過

ぎ
、
そ
こ
か
ら
よ
う

や
く
明
日
の
準
備
な

ど
に
取
り
か
か
り
、

退
勤
が
ど
ん
ど
ん
遅

く
な
る
。
そ
ん
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る

と
、
身
体
も
心
も
へ

と
へ
と
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
う
い
う

人
こ
そ
、
仕
事
終
わ

り
や
休
み
の
日
な
ど

に
、
自
分
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
来
た
る
10
月
12

日
に
、
教
研
集
会
が

開
か
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
、「
自
分
の
時
間

を
大
切
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
先
生
の
本
当

の
仕
事
と
は
何
か
、

よ
り
良
い
働
き
方
と

は
何
か
を
考
え
る
分

科
会
が
あ
り
ま
す
。

講
義
の
後
、
簡
単
に

で
き
る
ヨ
ガ
や
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

も
学
ぶ
こ
と
で
、
以

前
よ
り
気
持
ち
に
ゆ

と
り
を
持
て
る
よ
う

に
な
る
は
ず
。
他
に

も
魅
力
的
な
分
科
会

が
多
数
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ン
設
置
が
行
政
区
１
カ

所
か
ら
全
中
学
校
と
な

っ
た
。
今
こ
そ
災
害
に

強
く
、
市
民
に
や
さ
し

い
街
に
、
政
令
市
の
財

源
、
大
阪
市
の
力
を
発

揮
で
き
る
時
期
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

市
対
連
交
渉

　

市
対
連
は
９
月
５

日
、
来
年
度
の
大
阪
市

予
算
に
関
す
る
要
望
書

に
基
づ
く
交
渉
（
教
育

行
政
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

学
校
給
食
無
償
化
は

「
財
政
状
況
か
ら
困

難
」
と
回
答
。
就
学
援

助
の
認
定
率
は
17
年
度

24
・
５
％
（
08
年
度
38

・
１
％
）、
講
師
不
足

は
９
月
１
日
時
点
で
40

人
で
あ
る
事
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ス
ト
漬
け
の
教
育

政
策
を
改
め
る
こ
と
、

幼
稚
園
民
営
化
計
画

（
案
）
の
撤
回
、
心
臓

二
次
検
診
を
土
曜
日
に

実
施
し
な
い
こ
と
、
特

別
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
削

減
で
は
な
く
特
別
支
援

教
育
の
充
実
、
妊
娠
障

害
休
暇
を
14
日
に
戻
す

こ
と
、
事
務
職
員
の
配

置
の
改
善
な
ど
を
要
求

し
ま
し
た
。

10月

●
「
自
存
自
衛
」
の
戦

争
と
し
た
う
え
で
、
大

東
亜
戦
争
と
名
づ
け
Ｐ

234○
責
任
は
ア
メ
リ
カ
の

強
硬
案
ハ
ル
・
ノ
ー
ト

と
し
、
マ
レ
ー
半
島
、

真
珠
湾
攻
撃
を
自
衛
と

強
弁

●
占
領
が
終
わ
り
…
憲

法
改
正
や
再
軍
備
を
主

張
す
る
声
が
上
が
り
ま

し
た 

Ｐ
255

○
多
数
の
国
民
は
平
和

憲
法
を
支
持
。
特
定
の

意
見
の
記
述
は
歴
史
を

歪
め
て
い
る

「
学
力
づ
く
り
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
学
力
づ

く
り
で
学
級
づ
く
り
を

す
る
実
践
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
を
地
方
ご

と
に
ま
と
め
暗
唱
し
て

覚
え
る
「
か
っ
と
ば
せ

都
道
府
県
」、
音
読
や

新
出
漢
字
の
指
導
な

ど
、
楽
し
く
学
び
な
が

ら
基
礎
と
な
る
学
力
を

伸
ば
す
指
導
の
工
夫
や

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
参

加
者
は
体
験
し
な
が
ら

「
楽
し
い
」「
明
日
か

ら
や
っ
て
み
よ
う
」

と
、
活
気
の
あ
る
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
）

○
「
ど
の
子
も
伸
び

る
」
と
い
う
言
葉
は
ど

の
子
も
見
捨
て
な
い
と

い
う
こ
と
を
す
ご
く
感

じ
た
お
話
で
し
た
。
自

分
の
学
年
で
は
国
語
の

学
力
が
低
い
と
い
う
悩

み
が
あ
り
ま
す
。
国
語

の
導
入
と
し
て
、
最
初

に
漢
字
の
学
習
を
行

い
、
や
る
気
を
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

○
基
礎
基
本
の
学
習
は

と
て
も
大
切
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
今
、

学
校
で
は
授
業
の
流
れ

や
ノ
ー
ト
の
書
き
方
ま

で
き
ま
り
を
作
ら
れ
、

や
り
づ
ら
い
で
す
。
漢

字
・
計
算
の
力
を
こ
つ

こ
つ
と
つ
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

生
野
区
西
部
の
連
合
振

興
町
会
会
長
、
現
・
元
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
８
氏
が

「
統
廃
合
あ
り
き
」
で
は

な
く
、
い
っ
た
ん
立
ち
も

ど
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

書
を
９
月
12
日
大
阪
市
会

に
提
出
。
地
域
で
は
ポ
ス

タ
ー
が
張
り
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

格
基
準
改
善
を
検
討
し

て
い
る
と
の
回
答
を
引

き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
側
は
「
業
務
主
任

を
補
佐
す
る
役
割
等
を

担
う
２
級
班
員
を
新
た

に
創
設
」、「
業
務
主
任

に
任
用
さ
れ
な
け
れ

ば
、
技
能
労
務
職
給
料

表
２
級
76
号
給
を
超
え

市労組連


